

































































































住 所 １８８２年 １８８４年

































不 明 ７ ４







































































士 族 ８ １６（１）
士族 計 ５２（２１） ４２（２３）
東京府平民 ２（１） １（１）
千葉県平民 （１）
平 民 １ ５
無記入 ３２７ ２８０
















































































種 類 額面（円） 代金（円） 件数 備 考
六分利付金禄公債 ６，４６０ ５，１７１ １３
七分利付金禄公債 ４０，６５０ ３４，１４０ １２３ 額面１６２０円分（４件）の代金不明
一割利付金禄公債 ９４０ ９７４ ６ １件は額面・代金不明
金利不明金禄公債 １６，９４５ １３，６００ ７０ 額面５５０円分（２件）の代金不明
金禄公債 小計 ６４，９９５ ５３，８８８ ２１２
旧公債 １，４５０ ３０３ １ 無利子
新公債 ３００ ２１１ １ 利率４％
秩禄公債 ２５ ２５ １ 利率８％
旧神官配当禄公債 ２５ ２４ １ 利率８％
起業公債 ６００ ４７８ ４ 利率６％
不 明 １，９５０ １，５５１ ５
総 計 ６９，３４５ ５６，４８１ ２２５
（出所）『明治十六年一月吉祥 代金請取綴込簿』。


























六分利付金禄公債 １０，４２５．００ ９，３４３．４４ １２
七分利付金禄公債 ２８，５５５．００ ２６，８０３．６１ ８４ １件（額面１００円）のみ代金不明
金利不明金禄公債 ４，８１５．００ ４，３７３．１１ １３
金禄公債 小計 ４３，７９５．００ ４０，５２０．１６ １０９
旧公債 １，０５０．００ ２３５．００ ２ 無利子
新公債 ４７５．００ ３３８．２０ １ 利率４％
起業公債 １，８５０．００ １，６６１．２０ ６ 利率６％
中山道鉄道公債 ４，３００．００ ３，９１４．３０ ５ 利率７％
その他公債 小計 ７，６７５．００ ６，１４８．７０ １４
日本鉄道株 ５，２０５．８０ １９７ １７ 第１回発行株と第２回発行株
共同運輸株 ８６８．５０ １８ ３
株式 小計 ６，０７４．３０ ２１５ ２０
一分金 ０．５０ １
不 明 ９１０．００ １，１９８．０３ ５ １件のみ額面不明（ただし３００円と推定される）










































































取引代金 件 数 取引代金 件 数
４千円以上 ２ ２千円以上 ５
１～４千円 ３ １～２千円 ４
５百～１千円 １２ ５百～１千円 ２０
百～５百円 １０７ 百～５百円 ６５
百円未満 １３４ 百円未満 ５３
不 明 ６５ 不 明 ２









































抵 当 品 備 考
秋元鎮太郎 牛込区 ２，４８０ ４ ６２０ 六分利付金禄公債 東京府士族
野間政寿 麻布区 １，２００ ２ ６００ 六分利付金禄公債 鹿児島県士族？
小島長正 赤坂区 １，１２０ ５ ２２４ 七分利付金禄公債
小堀正快 下谷区 ７５０ １ ７５０ 六分利付金禄公債 東京府士族
岩橋米太郎 麹町区 ５７０ ３ １９０ 七分利付金禄公債
沢辺はま 京橋区 ５２５ ２ ２６２ 金禄公債
伊藤岩吉 京橋区 ２７５ ７ ３９ 六分・七分利付金禄公債 １件貸金額不明
高橋道雄 赤坂区 １７３ ６ ２８ 七分利付金禄公債 静岡県士族
益田克美 芝 区 ３６０ ４ ９０ 七分利付金禄公債
柴山慎吾 神田区 ２０７ ４ ５１ 大判・小判






種 類 金額（円） 件数
１件当金
額（円）
現 金 ２１，１９１ １１４ １８５
六分利付金禄公債 １，７５０ ５ ３５０
七分利付金禄公債 ９，８８０ ４７ ２１０
一割利付金禄公債 １，７６５ １ １，７６５
金利不明金禄公債 ５５０ ２ ２７５
金禄公債 小計 １３，９４５ ５４ ２５８
日本鉄道株 （２株） １




































深谷清七 現 金 １０，３１２ ４５ ２２９ 「銅貨」「旧銭」「天保銭」を含む
峯沢両換店 日本橋区 現金・金禄公債 ８，３５０ １８ ４６３
岡野御米店 芝 区 現 金 ２，８７９ １４ ２０５ 「銅貨」「旧銭」「天保銭」を含む
池田喜八 赤坂区 現 金 １００ １０ １０ 「銅貨」のみ
野村勝三 芝 区 現金・金禄公債 １７０ ８ ２１ 大部分は現金
彦根正三 現 金 ３００ ４ ７５
（小計） ２２，１１０ ９９ ２２３




種 類 金額（円） 件数
１件当金
額（円）
現 金 １０，６１９ ３９ ２７２
「銀 貨」 （７７３枚） １
六分利付金禄公債 ２，５９０ ３ ８６３
七分利付金禄公債 ８，４３０ ４５ １８７
金禄公債 小計 １１，０２０ ４８ ２２９
金札引換公債 １，１００ １ １，１００
共同運輸株 （６株） １



























岡野御米店 芝 区 現 金 ４，６３５ ２９ １５９ ほとんどは「銅貨」「旧銭」「天保銭」
佐々木重之 荏原郡 金禄公債 ８４０ ３ ２８０
信太正脩 神田区 金禄公債 ５６５ ３ １８８
伊藤祐順 下谷区 現金・金禄公債 ６０ ３ ２０
（小計） ６，１００ ３８ １６０




族 籍 職 業 等
計













延人数 １ ３２９ ５７ １，３６２ ９６ ２３ ２１ １０７ ３７ ６ １９ １ ９ ４ １，４２６１，７４９
実 数 １ １７７ ２７ ７９８ ５２ １７ ９ ２７ ２３ ３ １３ １ ４ ２ ８５２１，００３
注：族籍・職業等は中村店との取引当時のもの。




































氏 名 族籍等 住 所 生 没 年 職 業 等（当時） 備 考（後の履歴等）
星 亨 平 民 京橋区 １８５０―１９０１ 政治家（衆議院議長，逓信大臣など）
岸田吟香 平 民 京橋区 １８３３―１９０５ ジャーナリスト，実業家，洋画家岸田劉生の父
斯波貞吉 福井県士族 神田区 １８６９―１９３９ （学生） ジャーナリスト，政治家（衆議院議員など）
西村玄道 東京府平民 京橋区 １８５８―？ 民権活動家，「自由新聞」記者 三重県出身，社会運動家
檜垣正義 麹町区 １８６１―１９２４ 自由民権家 元土佐藩郷士・庄屋，高知県会議員，同議長






米津政敏 華族（子爵） 麻布区 １８５１―１８９５ 陸軍歩兵中尉 出羽・長瀞藩主，貴族院議員
近藤真琴 三重県士族 芝 区 １８３１―１８８６ 海軍兵学校文官教授 海軍中佐，教育者，攻玉社創立者
真野 肇 静岡県士族 麻布区 海軍兵学校文官教授
旧幕臣，沼津兵学校入，真野文二（帝国大学工
科大学教授，九州帝大総長，貴族院議員）の父
山県悌三郎 滋賀県士族 小石川区 １８５８―１９４０ 文部省御用掛 教科書編纂者，教育者
中沢見作 佐賀県士族 芝 区 １８２２―１８８９ 司法省八等属 元唐津藩士，教育家，１８８７帰郷
岡市之助 京都府士族 麹町区 １８６０―１９１６ 陸軍歩兵中尉 陸軍中将，陸軍大臣
岡本兵四郎 和歌山県士族 赤坂区 １８４６―１８９８ 陸軍歩兵大佐 陸軍中将
下條正雄 山形県士族 麹町区 １８４３―１９２０ 海軍省会計局用度課長・主計少監
海軍主計大監，貴族院議員，日本画家，子爵
夫人鳥尾鶴代の祖父
諸岡頼之 東京府士族 １８５１―１９１４ 海軍大尉 海軍中将
小畑 蕃 福井県士族 麹町区 １８４８―１９１４ 陸軍省歩兵大尉 陸軍少将
佐藤専一郎 長崎県士族 芝 区
海軍巡洋艦畝傍事件（１８８６，行方不明）の乗
組員・機関師
森又七郎 東京府士族 芝 区 １８４９―１９２５ 海軍水雷訓練所大尉 海兵１期，海軍少将
築山清智 下谷区 １８６４―？ 海軍少尉補 海軍少将
土肥淳朴 福井県士族 麹町区 陸軍省一等軍医
陸軍軍医正，東京帝大医科大学教授土肥慶
蔵の養父
高橋琢也 広島県平民 牛込区 １８４７―１９３５ 陸軍参謀本部翻訳課出仕
農商務省山林局長，沖縄県知事，東京医学専
門学校（現東京医科大学）を設立，貴族院議員








和田収蔵 東京府士族 下谷区 東京控訴裁判所判事 １８７３ウィーン万博派遣仏語通訳・三等事務官
野崎啓造 広島県士族 芝 区 １８５２―１９１０ 東京始審裁判所検事 検事総長，貴族院議員
増田 賛 富山県士族 神田区 １８３９―１９０２ 東京控訴裁判所判事
各地方裁判所判事，西村茂樹と教化団体東
京脩身学社（のちの日本弘道会）を創設
石藤豊太 広島県士族 本郷区 １８５９―１９４５ 東京大学助教授・火薬学者 東京帝大工学部教授，日本化薬製造㈱取締役
桜井小平太 東京府平民 牛込区 帝国大学医科大学生？
薬学者，第四高等中学校教諭，共立女子薬学
専門学校（後の共立薬科大学）初代校長
坪井次郎 東京府士族 本郷区 １８６２―１９０３ （学生，１８８５東京大学医学部卒） 衛生学者，京都帝大医科大学教授兼学長
稲垣徹之進 三重県士族 芝 区 工部省鉱山局技手 鉱山技術者，明治炭坑専務，筑豊礦業組合総長








吉田正秀 静岡県士族 麻布区 １８５０―１９３０ 工部省電信局技手
旧幕臣，逓信省電務局長，寺崎遜と日本語の
モースル符号を考案
青山喜八 東京府平民 芝 区 １８３４―１９１０ 骨董商 クーデンホーフ光子（青山みつ）の父
江副廉蔵 佐賀県士族 京橋区 １８４８―１９２０ １８８５煙草店（銀座）開業 大隈重信の義弟，有力煙草輸入商
小林喜右衛門 日本橋区 俳書出版業の仙鶴堂店主 江戸期以来の老舗，鶴屋喜右衛門






















井上安兵衛 京橋区 銀座尾張町の井上商店々主 井上紅梅（雑誌「支那風俗」刊行）の養父
鳥海新右衛門 茨城県 茨城県古河町の豪商 女流文学者若杉鳥子の実父
平松甚四郎 日本橋区 １８３６―１８８９ 平松銀行（日本橋区兜町）頭取
柏村 信 山口県士族 芝 区 第十五国立銀行支配人？
実業家，毛利家家令，維新の十傑広沢真臣の
実兄
山田幾右衛門 京橋区 １８３０―１８９７頃 細工人 宮内省御用掛御槍師，幕政期以来代々御槍師
広津正人 佐賀県士族 京橋区 （五代友厚と同居）
洋画家，外交官広津弘信の長男，小説家広津
柳浪（直人）の兄，洋画家久米桂一の師匠
長沼守敬 岩手県士族 麹町区 １８５７―１９４２ イタリア公使館通訳見習 彫刻家，東京美術学校教授
原田直次郎 南豊島郡 １８６３―１８９９ 洋画家 洋画家，政治家原田熊雄の叔父
鈴木利平 芝 区 １８４３―１９１３ 三井銀行員 幸堂得知，小説家，文人
杉浦 誠 静岡県士族 下谷区 １８２６―１９００ 漢詩人 杉浦梅潭，漢詩人，旧幕臣，１８７７開拓使を退官
小堀正快 東京府士族 下谷区 １８５８―１９０９ 遠州流茶道第十代家元 直参旗本，小堀遠州の直系子孫
杉江勝太郎 平 民？ 赤坂区 １８５４―１８９０ 講釈師
１８８５第四代一龍斎貞山を襲名，父も地方廻
りの講釈師
田中貞吉 山口県士族 京橋区 １８５７―１９０５ （無職，米国留学から帰朝直後） 海外殖民事業家

















































































































70 商 経 論 叢 第４８巻第３号（２０１３．３）
しているものも少なくない。
２５ 高橋哲夫『明治の士族―福島県における士族の動向―』（歴史春秋社，１９８０年）２８９頁。
２６ 以上の史実は，由井常彦編『安田財閥』（日本経済新聞社，１９８６年）第１章による。
２７『明治十八年一月吉日 公債代価請取証』，「預リ証」綴（１８８５～８６年）。第四十五国立銀行について
は，前掲『安田財閥』１３８頁，橘川武郎・島田昌和編『進化の経営史』（有斐閣，２００８年）５７頁などを参
照。
２８「芝区内における四等以上所得税納税者」『新修港区史』（東京都港区役所，１９７９年）５１９頁。
２９『近代群馬の女性たち』（みやま文庫，１９７１年）１０２頁，『海軍文武官職員録』（１８８２年９月），『東京府
職員録』（１８８２年）など。
３０『国債沿革略』第２巻（大蔵省理財局，１９１８年）１５２頁。
３１ 前掲，拙稿「武士の近代―１８９０年代を中心とした金沢士族―」２１８頁の表Ⅳ―１をみよ。
３２ 五分利付金禄公債の交付額３，１４１万円のうち，１８７７～８２年には，２，８００～３，０００万円（額面）もが国立
銀行の紙幣抵当になっていた。ただし８３年以降この金額はかなり低下していく。『明治財政史』第１３巻
（１９２６年）４１６頁の付表，前掲『国債沿革略』第２巻，１５２頁。
３３ 丹羽五郎は内務次官などを歴任した丹羽七郎の父である。北海道久遠郡せたな町のホームページなどを
参照。
３４ 平松甚四郎と平松銀行については，小川功「リゾート開発に狂奔した“投資銀行”のリスク増幅的行
動―平松銀行頭取平松甚四郎のリスク選好を中心に―」滋賀大学『彦根論叢』３９０号，２０１１年。
３５ 奈良達雄『若杉鳥子』（東銀座出版社，２００７年）５頁。
３６『国史大辞典』，斯波安『手むけ草』（１９４０年）などによる。後者では１８９６年に帝国大学卒業。
３７ 資料には「坪井治郎」，住所は本郷区となっている。
３８ 新関公子『森鴎外と原田直次郎』（東京藝術大学出版会，２００８年）。
松方デフレ期東京の中小両替商 71
